
 

 

                                                         

AI時代を生き抜く子どもたちへ！ 
 

例年より３週間早い梅雨明けとともに降りそそぐ夏の日差し。それを受け 

競い合うように伸びる自然の樹木や畑の野菜、そして子どもたち。 

１学期もまとめの時期を迎えました。 

  さて、コロナ禍にGIGAスクール構想に基づき導入された 1人１台タブレ 

ットが更新時期となり、この 7月より、子どもたちの手元に iPadを配布し 

ていきます。前に比べて、小さく、画像も美しく（充電の心配もなく）、持って 

いるだけでワクワクします。「もっと使いたい」「どう使おう」「どんなことがで 

きるんだろう」・・子どもたちの学習意欲の高まりを期待しているところです。 

使用につきましては、5月29日付市教委すぐーる送信文書のとおり、準備 

物（画面フィルム、タッチペン、受電器）や故障時の対応等を再度ご確認いた 

だくとともに、ネットモラルの順守等、安心安全に活用できますよう見守りを、 

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

また、情報社会の進捗状況をみていると、子どもたちの生きていく時代は 

AIの活用が益々進むことは間違いありません。AIの便利さだけを享受す 

るのではなく、上手に活用できる人であってほしいと思います。AIに使わ 

れる（思考を操作される等）のかAIを使うのかともいえます。総務省の「人工知能（AI）の活用が一

般化する時代における重要な能力」調査では、①チャレンジ精神や主体性などの人間的資質②企画

発想力や創造性③コミュニケーション能力やコーチングなどの対人関係能力が上位 3つになってい

ます。人として人にしかできない力の涵養が求められており、日常生活や体験、その情報が正しいの

かを見極める批判的思考力の育成等を、学校でも、より一層、重視していきたいと考えます。 

学校を離れて生活や体験ができる夏休みが目前です。子どもたちが一回りも二回りも大きくなっ

て、学校にもどってくるのが楽しみです。そのためにもまずは 7月。みんながもっている、その子なら

ではの「ひかるもの」を大切に、充実した毎日となるよう応援していきます。     （校長 佐野順子）                    
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－「自分できめる」「みんなと決める」－ 
      ～今日も「学校が楽しかった」～ 

  

ひかるもの     
からすえいぞう 
 

さんぼんまつの  
うえから 
ひかるものを みつけた 
とんでいくと 
ちいさな  
みずたまりだった 
さっきの ゆうだちで 
できたのだな 
「おまえ ひかってるぜ」 
みずたまりは 
「うふふ」といった 
 
みずたまりと おれは 
ゆうやけをみながら 
しばらく はなしした 
 
「おまえ  
 じつに ひかってる」 
もういちどいって 
わかれた 
 
うちに 
つれていけないものな 
 
 
 
 
 

くどうなおこ「のはらうた」 


